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如 来 蔵 ・仏 性 の 論 理
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「永遠 」 と 「時 間1を め く・る問 題は,宗 教の根本 の問題がそ こに集中 してい るといわれ

る.「 如来蔵 」r仏 性」 とい う仏教 の概念は,端 的 にいえば,仏 となる"∫能性 を意味 し,

こ の 「永遠;と 「時間1を 結ぶ 「瞬 悶」 にかかわ る問題 である ともいわれ、る.こ れ は,キ

リス ト教にお いて も,神 の救済がいかに成立す るか,人 問 をどのよ うに基礎づけ るか にか

かわ る,い ろいろ論議 のある問題であ る.こ の小論は,,そ の よ うな問題背景の中での,如

来蔵 ・仏性 につ いての基礎的考察 を,イ ン ドにおけ る如来蔵 説の体系的な哲学的著作であ

る 「宝性論」 を通 してなそ うとす る.し か し,上 の問 題には更 に多 くの基礎 的研 究を積 み

上げて接近 して いかなけれぽな らない.

(1)

i/」宝性論」 は宝性 ・上!〔如 ・如来蔵 の分析解 明(vibhaga)を 主 題 としている.そ のこ とを

よく示 しているのは,Cl】.1-23偶 とその註釈,」,お よび散文の註釈であ る.1)

samalatathatathanirmalavimalabuddhagunajinakriyaj

visayahparamarthadarsinamSubharatnatrayasargakoyatah/23 ./

有垢 真如 と無垢 〔真如〕 と離垢 の仏の功徳,お よび1の 所作 と 「の四.1は 第 一義 をみ

る諸仏の境界であ る.そ こか ら清浄な三 宝が生ず る.

これに対す る註偶は,「 この三宝の性(gotra)は 一一切 をみ る人hの 境界で ある.そ れは

四種あ る.順 序に四種 の理 由に よって不 吋思惟であ る.」 とい う.こ こでは,四 つの範疇

に よって解 明されよ うとす る.そ れ らは散文 釈に よると,有 垢真如 とは煩悩 の殻か ら離脱

しない性(dhatu)で,如 来 蔵 といわれ る.し か し,こ れは清浄 と雑染が 同0時(yugapad-

ekakala)で あ る点 で論理 を超 えて不rl∫思 惟であ る.無 垢真如は,有 垢真如が仏地におけ る

転依 を特質 と し,如 来法身 といわれ る.し か し,こ れ も先 きに垢 に染せ られず後 に清 浄 と

なるのは不 可思惟であ る.離 垢の仏の功徳は,如 来法身 にある出世 問の十力等 で,只 管雑

染 された 異生地(Pτthagjanabllumi)に お いて も不err分 無 差別に存 在す るもので不 匹1∫思惟

であ る.勝 者の所 作は,そ の十 力等 の最上の業で,あ らゆ る時 ・所 に自然無分別 に働 くの

で不 可思惟 である,と い う.

fに,し ぼ しば く り返 され た不"∫思惟(acintya:surpassingthought)と は三宝 の性,

す なわち宝性(ratnagotra)が た だ第…義知見 者と しての如来 にのみ理解 され る境界 であ

る とい う,そ の場所(sthana:astateofperfecttranquillity)に 関 して いわれ る.か つ,

そ のよ うな性(gotraordhatu),す な わち,「 覚醒せ られ るもの(bodhya)・ 覚醒せ ら

るべ きもの(bodhavya)」(一 有 垢真如)が 「三 宝を生起 す る因(triratnotpatti-hetu).1
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であ り,i菩 提(bodhi:enlighte1}ment)」Cニ ー無垢真攻ID・rそ の支分(tadahga)」(一

離 垢 の仏の功徳)・ 「覚醒せ しめ ること(bodhana)」(・ ・=勝者の所作)の 三は,r三 宝

を生起す る縁(一 一一一pratya_ya)」 で あ るとして叙述 されてい く.2)

す なわ ち,こ の四は順次 に,Ch.1如 来 蔵章(Tathagatagとlrbha-adikara),Ch.Il誹

提 ド;宝(Bodhy-a.),Ch.Hl功 徳 章((suna-a.),Ch.N女ll来 所 作章(Tathagatakrtya-

1{riya--a.)の 主 題 と して詳述 され る.最 後の,Ch.V讃 嘆Ef」一(inusamsa-a.)"を ま全体 の結 びの

部分 となる.そ の冒頭 に,「 仏性(buddhadhatu),仏 菩 提,仏 法 そ して仏業 は導師 の境

界である.清 浄 な衆生 にも不"f思 惟 である.3)」 と述べ,前 四 章をま とめるか らである.

この よ うなr宝 性論』 の構成は,Ch.1の 最 初に論 の骨組 み(曲stra§arira)と して,仏

・法 ・僧 ・性(clhatu)・
、!芽提 ・功徳 ・業の ヒ種金剛 句(Vajrapadallisapta)を あげ9),

後 の 四句は,初 め,三句の 「三宝が生起す るに相応 しい因が成就す る ことを説 く5)」 とす る

ことに も,終Ilj-一一一一致す る.

Lの 如 き全体 の構成 か らみて,1宝 性 論、　の ー要部分は前レLFIヒに あ ることはい うまで 受,

な い.な か で も,そ の後 二亭:はCh.i【 に 帰属す ると考え られ るか ら,前 二二章に重点が置か

れ る.そ の要I」Tは,有 垢真如 と無垢真攻ロ,あ るいは仏性 ・如来蔵 と仏菩提 ・法身の関係 と

して把握せ られ る.更 に端的 には,「 覚醒せ られ るもの ・覚醒せ らるべ きもの」 と 「菩提

(覚醒)」 のそれ とも置 き換 え られ た.そ の限 り,Ch.1とCh.11の 関 係は因か ら果 へ と

い う方向をもって叙述 され てい くといえる.

しか し,そ うであ るか らと して,こ の二 醸が 「覚醒せ らるべ きもの」がi覚 醒」へ とい

う因果的 ・向 上的関係においてのみ理解 され るな らば,そ れは一面的理解にILる もの とい

わねばな らない.そ こでは,さ きに指摘 した如 く 「覚醒せ らるべ きもの」 は因(hetu:

impulse,cause)で あ るが,「 菩提」等 を縁(pratyaya)と せ られ たこ との意味が理解 し

得ないのではないか.ち なみに,pratyayaはprati-～/7(togotowards,torecognize,

tomakeclear)か ら成 る語で,belief,proof,conception,analysis.aco--operatingcause

な どの意味があ る6).こ こか ら察せ られ る如 く,r菩 提 」等 に対す る信頼 ・実証 ・分析 に

よ り,因 が因 と しての成立を 可能な らしめてい るとい う意義がか くされて いる.し たが っ

てここには,因 に対す る果(phala:fruit,effect,consequence)の 意 味はない7).

もち ろん,こ の二章の柑互関係はそれぞれの章下に明かにせ られ る問題 を通 して理解 さ

れ なけれぽ な らな い.そ の点は後に触れ る.し か し,如 来蔵 竜が菩提章 の前提 とされ,前

fか ら後 者への方lruの み が考え られ るな らば,Ch.ifの 立場 はCh.1の それ と対 置的 な

らざるを得 ない.し か しなが ら,煩 悩 に覆われ た世俗的 な如来蔵 に対 して,菩 提が真 に菩

提 たる ことは あ くまで も徹底的に隔絶的でなけれぽな らない.そ れ故に,Ch.1とCh.H

が 対 置的 に眺 め られ る ところでは,そ の隔絶的 な切断面が 欠落 している といわ なけれぽな

らない.

しか し謙 って,如 来蔵 章:と菩提 章との関係 は,単 に因果的 向上白勺なそれにおいてのみみ

る ことには,菩 提 の立場が真 に菩提 た り得 ない ことが いわれ る として も,そ の ことに よっ

て,こ のこ 章の関 係が全 く拒 まれ るこ とを意味す るのでは ない.そ うではな くして,「 菩

提1の 、完場 は,町 谷的如来蔵 よ り菩提へ の方 向を 「覚醒せ らるべ きもの」 として顕わな ら

しめる,そ の関 係そ のものの根底 に開かれてい る立場であ る.

換 言す る と,「 菩提」 は 「覚醒せ らるべ きもの」 と隔絶的 に切れ ている として も,ま さ

にその ことにおいて却 って,「 覚醒せ らるべ きもの」か ら 「菩提」へ の方 向を支 える立場

としてある.し たが って,如 来蔵 章において,「 覚醒せ らるべ きもの」が 向上的 に 「菩提
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の 立 場へ純 化され よ うとす るその在 り方が真 に明かになるのは,「 覚醒せ らるべ きもの」

の側の立場にあ るのではな くして,そ の根底にr菩 提1の 立場が開 かれ ている ことに よる

のであ る.

か くして,如 来蔵 章が 悠提 章の 前提部分 とみ られ た として も,そ れが 単なる前提 である

ことを意味せず,む しろ,前 提部 分 として先行 してい ることがその まま同時 に,「 菩提」

の世俗的実現 としてある と考 え られなけれぽな らない.菩 提等の三が 「縁」 とせ られ ,全

体か らみる と如来蔵 章に多 くのrが 費 される意図 もそ こにあ るといえ る.

以1,わ れ われは 『宝性論」 の全体的 な論理構成を一瞥す るために,そ の主要部分 の中

で も重点はCh.1とCh.IIに あ ることを指摘 し,両 章の主 題を通 してそ の関係 を論 じた.

次 ぎに,両 章の具体的 な論述 に即 して この よ うな論理 構造 を更に明かに していかねばな ら

な い.

C2)

さて,Ch・1お よびCh・IIの 具 体的 な詳述 の中で,ま ず注 意 されるのは次ぎの二点 であ

る・Ch・1に おいて,有 垢真如,す なわち第一義 の性(paramarthadhatu)の 義 に関 して十

義 をあげ,「 最 勝の真実 の智慧の境界 であ る如 来性(tath蕊gatadhatu)の 安 立(vyava-

sthana:constancy,steadiness)が あ る」と してい る8)こ と と,Ch.ILに お いては,無 垢 真如

は 「諸仏世尊の無漏界 においては一 切種 の垢 を離れ ているか ら 建 立 せ ら れ る(vyava-

sthapyate:toputdown)転 依 である」として八句義(a$tallpadartha)を あげ ている9)こ とで

ある.十 義 につ いては後 に 「未来 を尽 くして(aparantakoti:thefutureend)平 等 で恒常

な法性(dharmata)が 存 在す ることについて10)」 の 説 明で あると述べて いる.「 未来 を尽

くして」 とい う見通 し(Perspektive)のlllで の如来蔵 の説 明である とい うのである.そ こ

で,こ の場 合 「如来蔵 の安立」 と 「転依 の建立 」とは別に切 り離 すのでな く,そ こにいか

なる関係があ るかをみなければな らな い と思われ る.

十 義お よび八句義 とは,1自 性(svabhava),2因(hetu),3果(phala),

4業(karma),5柑 応(yoga),6行(vrtti),こ の六 義は共通 し,十 義は

7分 位差別(avasth即ra})heda),8遍 一 切処(sarvatraga),9不 変 異(avikara),

10無 差 別(abhe(la)を い い,八 句義 は7常 住(nitya),8不 可思惟(acilltya)が

加 え られ る.

これ らの各義を概観 す ると,存 在論的,認 識論的,実 践論的等 の側 面か ら取 りfげ られ

てい る.し か しここでい う諸側面は,仏 教のHざ そ うとす る方 向と関心 のも とにおけ る限

りのそれ らであ る.以 ド多少煩雑 であ るが,そ れ らを概観 して十義 と八句義 の関係 をみ て

Y'yい 一 つ.

如 来 蔵 の 自性 に つ い て,「 自体 は 常 に 不 染 で あ る(sadaprakrtyasa血klistah)」 と い

い,「 力(prabhava)と 不 変 性(anyathabhava)と 柔 軟 性(snigdhabhava)を 自性 とす る 」

の で,如 意 珠(cintamani)と 空(nabha)と 水(vari)の 性 質 に 似 て い る と い う11).し た

が っ て,こ こ で は 存 在 論 的 に 内 在 的 な 固 有 の 性 質 が 指 摘 さ れ て い る.他 方,転 依 の 自 性 は

「清 浄(suddhi,vi§uddhi)」9)で あ る とす る.と こ ろ で,こ の 清 浄 に は 「自体 清 浄(prakrti-

visl.tddhi)」 と 「無 垢 清 浄(vairnalya-v.)」 の 二 種 あ る.前 者 が 「解 脱 で あ る が,然 も 離 繋

で は な い(nacavisam.yogah).光 浄 な 心 の 自 体(prabhasvarascittaprakrti)に は 客 塵

垢 の 離 繋 は な い か ら」 で あ る の に 対 して,後 掬 ま 「解 脱 で あ り,離 繋 で あ る.光 浄 な 心 の

自 体 に は 悉 く客 塵 垢 か らの 離 繋 が あ る か ら1と い う12).し た が っ て,清 浄(purificatlon)
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とい う性格は単に心や如来蔵の 自体についてではな く,聖 者の解脱や智に関 して与 え られ

た実践論的な ものであ る13)。そ こで,転 依の 自性は無垢清浄を意味 し,そ こか ら反照す る

と,如 来蔵の 自体不染(光 浄な心のrl体)は 煩悩 の束縛か ら解放 され るべ きもの と して存

在す る状態性(Befindilichkeit)が いわれてい る.存 在論的側面は同時に実践論的側面 を離

れ てはあ り得 ない.

如)Ii;の 因 につ いて,1法 に対す る信解 と般 若 と三昧 と大悲iの 四つ の[修 習(bhava-

11の11Dを あげ,こ れ らは菩薩 の実践 である とす る.そ して,信 解 の修習が ・閾提の大 乗

法 に対す る抵抗(pratighの の,般 若のそれが外道の我 見(atma({ar§ 乙lna),こ 昧 のそれが

声聞 の輪廻の 、"～想(dul)khasahlj顛)・ｺtiltの 恐 怖(dubkhabhirtva),大 悲 のそれが 独覚 の

衆生 利益 に対す る背捨(vimukhata)・ 無関心(11irapek5Zlta)の,そ れ ぞれの 対治(1)ra-

tipak§の である とす る14).こ の四 因に順次 に対応 して如 来法身 の四波羅蛮 のラ壱成一一一一一 の

義が説かれ る15).す なわち,自 体清浄 と無垢清浄 の故 に浄,我 ・無我 の戯論滅尽寂静 の故

に我,意 生編 ・その因 の止息の故 に楽,生 死 ・浬墾 の・1λ等 を洞察す る故 に常,の 四波羅蟹

の成就が ある.

転依 の因では 出世間智(無 分別智)と 世間 智(後ft弄 智)の 二智をあげ16),果 の義 として,

前 者の果が 「客塵煩悩 「を離れ た]清 浄(agantukakle§a甜ddhi)1で あ り,後f!の それが

「一一切種勝妙、具足 の仏身 の 示現(saravakaravar()petabuddhabh帥aniclar§ana)!で あ る と

す る17).こ こか ら明 らかな如 く,清 浄が無 分別智 の果 として智愁 にかかわ るものである限

り認識論的性格 をもつ.し か し同時 に,そ こか ら発 しそれ と 一つ のものである後得 智の果

が,仏 身 の示現 として実践的性格 をも併せ もつ.こ のよ うな転依 の因 ・果 の義 は,_}:述 の

信解 ・般若 ・三昧 ・大悲 の如来蔵 の四 因がつ まる ところ,般 若(智 慧)と 大悲 に約 め られ

るとす るな らば,自 らが そ こか ら発す る主体 それ 自身 の内面的宗教的経験 として実 証 され

るべ きもの として18),認 識論的 側面 と実践論的 側面 とに よって統…・され覚醒 され るべ きも

の と疹え られ るこ とと,深 く呼応 してい る.

如 来蔵 の相応は 【二の四 因 と関係 している19).そ こでは,仏 その もの(buddhatvaう20)と 不

可 分離である.仏 性 の存在論的 内rl三性 の強調 と具体的実践論 の展開が 一つ にな っている22).

こ こに も,転 依 の業義の21)反 照 として呼応す る如 来蔵 のそれが ある.同 様 に して,こ のよ

うな展開は 異生 ・i:(tt人・覚 者の一三種の状態(aVastha)に 応 じて顕わ になる とい ら行(vrtti

:mo(leoflifeorc(mduct)の 義 にっつ く23).こ れ は転依 の行 で解明(vibh蕊9a)さ れ る

仏身 説24)と照 らして理解 され なければ な らない.

如 来蔵,す なわち性(dhatu)は 以上 の六義 によって要約 され る25)の で あ るが,以 下附

加的に,分 位差 別の義 は,さ きの三種 の状態 は順序 に不清 浄,不 清 浄に して清 浄,極 清 浄

とい う三段階が あるこ と25).遍 一 切処の義 では,そ れ にもかかわ らず,「 心 自体 の無垢 の

性(cittaprakrtivaimalyadhatu)」 す なわ ち 「無分別 の心 の 自体(avikalpacittaprakrti)」 は

それ ら三種 の状態 に何 ら異 るところな く遍ね している こと.26)不 変 異の義については直前

の 「無分別 の心の 自体」が 「無為の如来性(asamskrtasyatathagatadhatuう 」 とも 「畢党

不変 の法性(atyantamavik乱radharlnatの 」ともいわれ,そ れが仏地 においては 「畢 党無垢清

浄 光浄 なる自己の本性 にf:し て いる(atyalltavimalavi§uddhaprabhasvaratayarhsvapra-

]‾rtausthitaり)」.そ の徳性 は常 ・恒 ・寂 ・不変 であ ること27).最 後 に,無 差別 の義では,

「極清 浄位 の畢亮清 浄の究_`ll.__7Lに達 した特 質を もつ如来蔵1は 法身 ・如来 ・f=lliｺ1・箆 一義浬

繋 である と四つ の異門(paryaya)を あげ,そ れ故に仏その もの(buddhatva)を 離 れて浬

彙 はない こと28),等 が1説述 され る.
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これ ら附加的 な四義 は,同 時 にさ きの業 の義 を根拠づ ける もの とみ られ る.特 に最後の

四つ の異門の うち,如 来 につ いて 「その種 姓が如 に至 れる こと(tadgotrasyatathagamah)」

と し,そ れ を 「その種姓 の本性が不 可思惟 な方法で完全 になる こと(tadgotrasyaprakrter

acintyaprakarasamudagamah)」 と説 明 しているのは、,そ の ことをよ く示 している.

同様 に して,転 依 の行 の義で解 明され た仏身説 を附加的 に敷 街 して,常 の義 では世 の存

す る限 り常住 であること29),不B∫ 思惟 の義 では不 ・∫、思惟 の様相 で働 くこと30),が 述 べ られ

る.こ れ もまた,他 方では,さ きの業の義 を根拠づけ るこ とにつ なが っている.

以L,わ れ われはCh.1お よびCh.1[に お ける如来蔵 の十義 と転依 の八 句義 に注 意 し

て,そ れ らの各hの 義を相11:に 対比 しつつ その大要を簡述 した.そ の結 果,次 ぎのよ うな

こ とが いい得 る と思われ る.

1.卜 義 で解 明され る如 来蔵は,結 局,智 慧(般 若)と 大悲 に集約 され,自 らが そこか ら

発す る主体の宗教的経験 と して実証 され るべ きもの 「覚醒せ らるべ きもの」 と して考

え られ る.

2.如 来蔵 の十 義が,「 未来を尽 くして平等で恒常な法性が存在す ること」を説明 したと

ころにその意義 がある,と い うことは,そ の よ うな見通 し(Perspektive)を 支 えるr菩 提」

の立場が開かれてい ることを意味す る.こ の ことは八句義 と対比 して既 述 した.

3.転 依 はr無 漏界において,… 切種の垢を遠離 せ られてい るか ら建 立せ られ る」 もので

あ った.そ れ故,転 依は 「t,i-il_t提!の立場 を示 している.

4.如 来蔵 の十義 を統 一せ しめ るもの,い いかえれぽ,「 覚醒せ られ るべ きもの」をそれ

と して真に成 立せ しめ るものは,十 義 それ 自身にあ るのではな くて,「 菩提」の立 場にあ

る.そ うでなか ったな らぽ,如 来蔵す なわち 「覚醒せ られ るべ きもの」か ら 「菩提」の立

場 への直線的連続的 な向 ヒとい う側 面のみを強 く有 し,「 菩提」 は究極的立場 として 目指

され るだけの もの とな る.同 時 に,「 覚醒せ られ るべ きもの」の 、玩場 とのす ぐれた論理的

な統…(不 可思惟姓)を 成 、[.r.せしめ得な い.

そ こで,次 ぎに如来蔵の十 義 と共に重要な意義を もつ 「三種 自性(trividhabsvabh帥ab,

svabhavatraya)」 説 を 考察 して,1の 論 理構造を更に明かに していかねばな らな い.

(3)

さ て,Ch.1に お い て こ の,'r[r-T_全体 を 貫 い て い る と み られ る 思 想 を 湛 え て い て 注 口 さ れ る

の は27偶 と そ の 註 釈 偶,お よ び 散 文 の 註 釈 で あ る.31)

buddhajnanantargamatsattvarasestannairmalyasyadvayatvatprakrtya/

huddhegotretatphalasyopacaraduktahsarvedehinohuddhagarbhah;"27;'

仏 智 が 衆 生 の 内 部 に い き わ た る 故 に,そ の 無 垢 な る も の は そ れ 自体 と し て は 不 二 な る 故

に,仏 の 種 姓 に お い て そ の 果 を 仮 説 す る 故 に,一 切 の 有 身 者 は 仏 蔵 が あ る と 説 か れ た.

これ は 如 来 蔵 の 本 質 論 を 述 べ て い る.こ れ を28偶 は 「正 覚 仏 身 が 遍 満 す る 故 に,真 如 が 無

差 別 な る 故 に,種 姓 の 故 に … … 」 と 註 釈 す る.散 文 釈 で は,こ こか ら導 か れ る1如 来

法 身 遍 満 の 義(tathagatakayaparispharapa-artha),1[如 来 真 如 無 差 別 の 義(tathagata--

tatllavyatibheda-a.),iH如 来 種 姓 存 在 の 義(tathagatagotrasaliユbhava-a.)の 一{義 を,

い わ ぽ ト リ ア ー デ と 考 え られ て,「 三 種 自 性 」 と 名 づ け て い る.

と こ ろ で,上 掲 偶 文 のe'sarvedehinobud(lhagarbhab"は も とr如 来 蔵 経 』 の'esems

canthamscaddebshing§egsPabis五inPocan"32)と い う主 張 を 承 け た も の で あ る.
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そ こで,散 文 釈は 「これ ら三義 については後に如 来蔵経 に従 って説述す るであろ う31)」と

いい,96偶 以 下の部分を指 してい ると思われ る.し たが って,『 如来蔵経』か ら『宝性論』

への展開を辿 るとそ こには,た とえば芸術家があ る素材を取 りLげ,そ の素材の中 に形 な

く存在す るものを作品に形 と して 表現 しよ うと追求す る如 くに,一 つ の鋭 い追求が認め ら

れ る.そ れを示すのが 「三種 自性」説であ り,そ の限 り,こ の トリアーデは重要 な意義 を

もつ.そ こでまず 『如 来蔵経』 の所説 を概観 しなが ら,そ れ との関連 か らこの トリアーデ

の検討に移 る.

1『如 来蔵経』は 「すべ ての衆生が如 来蔵 をイ∫す る」 こ とを九つ の比輸 一す なわち,如

来 蔵は ユ蓮 華 の中の仏,L2群 蜂 の中の蜜,3波 殻 の中の穀物 の実,④ 不浄所に落ちた 黄

金,㊨ 貧家 の地 中にある宝蔵,ゆ 外皮 に覆われ た種 」孔,の 汚 衣に纒わ れた ヒ宝 の仏,⑧ 噴

女の懐妊 した転輪聖 王,⑧ 泥に覆い隠され た金像,の 如 くに存在す るとい う…一 をあげて

説明す るのを・セ内容 とす る.全 体的 にみる と,素 朴に如来蔵 の実在を述 べてい る如 くで,

1如 来蔵1の 川 語33)も厳 密 であ るとはいえず,九 哺の一一一一hと それ ら相11二の 関係 も整理 され

て いるとは思えない.そ の限 り,理 論以 前の一種神話の如 く見え る.『 宝性論」 ではそれ

が素材 となって論理的 に表現 しよ うと した.し か しそ こには論理化 できないものが残 る.

そ の論理を超えた ものが ここで問われなければな らな いが,や が て触れ るで あろ う.

1,宝性 論』の 三義は この九li前中,初 め三 喩がi,第 ④ 喩がll,後 の 五哺がmを 示す とい

二)34).そ こで三 義に関係す る と思われ る部分を各 廟か ら別 出 してみ よ う.

1煩 悩 の殻の うちにあ る衆生の中に[,illl来 と」 同 じ智愁 と眼を もった多 くの如来が居 て

糸1瀕蹟坐 して不動 なるをみ る.あ らゆ る煩悩 で汚 され たそれ ら(衆 生)の 中に如来 の法

性(chonid)は 動 かず にあって,す べての輪廻 によ り汚 されてないのをみて とって,

それ ら如来は 自分 とそ っ くりだ といわれ る.(⑩1前)

一…切衆生 にもまた,仏 性(sansrgyasnid)が 幾 百 コテ ィの煩悩 ・随煩悩に覆われて

存在す ることが如 来二の知 見(yesemthohba)に よ って知 られ る.(② ・/)

如)抱 よまた,如 来眼に よって一一切衆生に如来性(debshingSegspaYiicl)・ 仏 性 ・

r{然 性(ranl)yuilni(1)が 煩悩蔵 の皮に よってめ ぐらされて存 在す るのをみる・((ψ 〃)

ll如)狂 応供1忌等覚1よまた,一 切衆生に如来の法性が殿 され るこ とな く存 在 して,Lそ れ

を 覆ってい るj腐 っていて汚物の如 き煩悩を除去す るために諸の衆生 に法 を説 く.(由

//)

m一 切 衆生の愛着する家に似た心の働 きの奥にt、 レ〕 力 ・ ゼ四」無所畏 ・[一卜八」不共

法な る一 切の仏法 の大宝庫 であ る如来蔵 があ って も……生死に輪廻す る…….如 来は世

に現われ 、窪薩にか くの如 き大宝庫 を明かにす る.(⑤ 〃)

煩 悩の殻の中に蔵せ られてい るかの如来の法性は衆生 と名づけ られ る.無 明煩悩 の殼

を浄め るので衆生界の大 智の聚 を得 る.(⑥ 〃)

た とえ畜生の生処に生れた もので も,様hの 煩悩 の覆いに囲 まれ た諸の衆生中 に,自

分 と同 じ如来身(debshinsegspahilus)が 存 在す るのをみる.(⑦ 〃)

諸 の衆生には如来 の種姓(debShing§egSpahirigS)が 存在 して,1衆 生 の〕 内部

に住 しているがかれ ら衆生 は知 らない.(($)〃)

如 来は……外的な煩悩 ・随煩悩の設の中の内は仏法が満ち,無 漏智 なる宝 の中に如来

が麗わ しく在わす のをみ る.(⑨ 〃)35)

.tに 別 出 したのは紙数 の都合で極 く一部であるが,こ れ らの比 愉に関Lて 「宝性 論』 と

の関連で次 ぎの{点 を指摘 したい.… は,r宝 性 論』 の甲一三義 の背 景にある と思われ る もの
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を特 にあげ るな らぽ①④⑧ の各 喩である とみ られる.

二 は,経 の九 喩自身 のもつ全体的意味がや や不鮮 明の感が あ り,全 体的 意味 が把握 し難

い.そ れ に比 して,論 は九喩 を 「無始1侍来 存rliし て1如 茨性 とは 〕不 結で}な性 質を もつ煩

悩 の殻(alladisa1imidhyasahlba(1(lhasvabllavakle甜ko§ こlta)一!と 「無始時 来存在 して 「如

来性 と」結・合 している性質 をもつ清浄・の法性(anadisamilidhyasambaddhasvabhavasublla-

dharmata)1と に関す るこ とである と前置 きし36),九 喩 説明(96-129偶)の あ と,「 す

べ ての衆生界 にとって,無 始時 来の心 の雑染法が客 嘔であるこ とと,無 始時来 の心 の清浄

法が倶生 不li∫分 で あることが 明か にせ られ た1と 要約 している37).こ こにみ られ る 「無始

時来(alladi:ofbeginl}hlglesstime)」 とい1)見 通 し(Perspektive)の 中 で明かにせ ら

れ る見解は注意せ られ る.こ れは,先 述 の如来蔵 の十義が 「未 来を尽 くして'r等 で恒常 な

法性が 存在す ることに関 して」説かれ た ことに対応 している ことはい うまでもない.

三は,経 が 如来法性 ・如 来蔵 ・仏性が 衆生に存 在す るのは,「 如来 の智見が知 る(de

shin9曲9sPal,iye§esmthohbasriggo」)(② 喩)と す るのに注意せ しめ られ る.こ

れは 「如来眼 によって……み る」(② ③④⑤⑨)と か 「如来は……みる」(⑥ ⑦)と か

の表現が くり返 され るの も同意であ る.こ の 「智 見一」が同時 に,「 法 を説 く(chosston

to){と い う慈悲行 と結びつ いている.つ ま り,智 慧 と慈悲 は一つ の もの としてある.こ

のよ うな如来蔵 説開示のモ テーフは,後 に触れ る如 く,r信 解せ らるべ きもの(adhilnokta-

vya)」 で ある とい う論の信の立場へつなが る.

さ て,以1を ふ まえて,「 孟種 自性」説 の考察 に移 らなけれ ぽな らない.ま ず,1法

身 遍満 につ いての説述(145～147偶)38)で は,法 身は 「善無垢の法界(dharmadhatuh

sunirmalah) -1と 「それの等流(tannisyandah)」 の二種が ある とされ る.前 者は 「無

分別智 の行境(avikalpご1j5allagocaravi胆yab)で あ り,後 者は 「所化 に応 じて衆生 たち に

r'別を 生ぜ しめ るもの」,す なわち 「所説の法(deSan乱dh乏irman)」 で あって,具 体的 に
0り

は聖 教 である.し たが って,こ こで の要点は 人間が,1自:前 に述べ たモテーフ,す なわち智

懸 と慈悲 の中 におかれて いるとい う状態性(Befilldilich1《eit)が い われ ることにあ る.

次 ぎに,II真 如 無差別 に関す るところ(148偶)39)で は,真 如は 「それ 自体 の性質は

不変 異 ・tY_{7・清 浄であ るか ら1衆 生 と如 来に差 別が ない.本 質的 に無差別であ る.し か し,

「真如は一 切に差別がないが,清 浄に達 していて如来その もの(tathagatatva)で あ る」.

したが って,こ こでは,人 間は清浄化 されなければ な らない存 在と して ある状態性にあ る.

更 に,llf種 姓 の存在について(149～152f}・D40)で は,種 姓は 「無始時来 の性質 として

あるもの(anadiprakrtistha).1と 「最勝を獲i得す るもの(samudanitamuttaram)」 との二

種 あ り,前 者か ら自性身(svabhavika-kaya),後 者 か ら受川身(sambhogika-k.),変 化

身(nairmanika-k.)が 得 られ る とす る.こ こで仏身 説には立 ち入 らない.し か し,要 点は

種姓が 「三種の仏身を生ず る」 ことにあ る.換 、一{'すれ ば,「 無始時来 の性質 として」 もつ

種姓が 人間にイ贈 三す ることは,同 時に 「最勝を獲得す るもの」であ って,「 不"丁思惟な方

法で」 「如に達 し」28)な け ればな らない状態性にあ ることにあ る.

さ きに,わ れわれはr如 来蔵 経』の九喩に関説 して論理 に解消 し尽 くせぬ もの,riい か

えると,論 理を超えた ものが如 来蔵 説におけ る宗教的真理であ ると し,わ れわれの アプ ロ

ーチはそれを明かにす ることが主題でなければな らな いと した .そ れは,以 上の考察か ら,

人 間 の状態性(Befindilichkeit)と い うわれわれ の生存 の事実性が もつ意味 にあ るといえ

る.

では,そ のよ うな人間の状態性 ・生存の事実が もつ意味は,… 体何 を根拠 としていわれ
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るのか.三 種 自性を論述 した後,次 ぎの如 く述 べている.

如 来蔵は法身か らは離 れ ることな く,真 如 と不可分の特質を もち,決 定 した種姓を 自 ら

の固有 の性質 として,い つで もどこでで も,完 全に衆生 界に存在す る とものS本 来のす

がた(法 性dharmata)を 根 拠(pramana)と して見 らるべ きである.法 性 とは,こ こで

は道理(yukti)の 異 門(paryaya)で あ る.法 性は正に心浄(cittanidhyapana),心 定

(cittasalhj酷pana)をfl}る 道 理であ る.そ れは思惟 され るべ きものでな く(nacintayita-

vya),分 別 せ らるべ きものでな く(navikalpayitavya),信 解 せ ら る べ きもの(adhi-

moktavya)で あ る.(取 意)41)

こ こか ら明 らか な如 く,上 述 の トリアーデで解 明せ られ る生 存の し}渓性が もつ意味 は,

法 性 ・道理 を根拠 と していわれ る.

上 に,覚 醒せ らるべ きものが 向上的 に菩提 の立場へ純 化され よ うとす る,そ の在 り方が

真に明かになるのは,人 間の側 か らではない と述べ た.こ こでは,そ れ を思惟 され るべ き

ものでな く,ま た分別せ らるべ きものでもない とされ る.そ れ 故,如 来蔵 ・仏性 の論理 は

人間の側か らの論理 ではな くて,菩 提 をその出発点 とし,そ れが 同時 に究極的 な根拠 とな

ってい ることが 明かになったであろ う.

しか し,人 間の側か らは論理 ではな くて,「 信解せ らるべ きもの」 とす る信が強 調 され

ること42)は どの よ うな意味 があ るのか,と い う問題が次ぎに取 り上げ られなければな らな

い.r宝 性 論』におけ る信の問題は別に稿を改 めたい.た だ如来蔵 説 とイ,iの問 題が深 く関

係す るのは,如 来蔵説 におけ る宗 教的 真理 が主体 化 される ことは よってのみ把え られ ると

い うことを意 味 している と思われ る.

(4)

上 の 考察において,ま ず,r宝 性 論』の全体 的な論理 構成を明かにす るた め,論 点 を

Ch.1とCh.IIの 主 題に しぼ りその関係を論 じつつ,覚 醒せ らるべ きもの(如 来蔵 ・仏

性)か ら菩提への方r司を支え るのは菩提の 、t_f.場で あ るとした.次 ぎに,具 体的な論述に即

して,Ch.1に お け る如来蔵 の十義 とCh.IIに お け る転依 の八 句義 に注11し,対 比的に考

察 して十義が八句義の反照 としての意義を もつ ことを論 じた.更 に,Ch.1の 全 体を 貫通

している三種 自性説を検討 して,そ れが人間の状態性 とい う生存の 事実性が もつ意味に関

して成 り立つ ものであ ることを,菩 提の立場か ら明かにせ られて いることを述べ た.

そ こで,以 上 を通 して得 られ る結論 と して,如 来蔵 ・仏性 の論理は人間 の側か らの通常

の論理 ではな くして,菩 提をそ の出発点 と し,そ れを究極的な根拠 とな して いること,を

注意 した.

な お,こ のこ とが,は じめ に述べ た 「時間」の問題 といかにか らむか につ いては,更 に

多 くの検討が なされ なけれぽ な らない.し か し,菩 提の立場は 「時間」 を根源的 に突 き破

った 「永遠 」の立場 であ り,如 来蔵 ・仏性 を自 らが そこか ら発す る主体 とな しそれ 自身 の

内面的 な宗教的経験 として開発実証 され るとい うことは,「 永遠」が 「時間」 の中に 自 ら

を実現す る とい うこ とを意味 して いる,と 思われ る.
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Summary

ThisessayisafundamentalstudyontheBuddliadhatu(Tathagatagarbha).Acco卜

Jingly,IinvestigatedaboutthewholelogicalconstitutionoftheRatnagotravibhaga

Mahayanottaratantrasastra,comparedten-meanings(da§avidhartha)oftath盃gatagarbha

inChap.Iwitheight-utterance-meanings(astapadartha)ofasrayaparivrttiinChap.

II,andconsideredonthetheoryofthree‐natures(trividhasvabhava)oftathagata--

garbha.So,theresultsgainedareasfollows:ThelogicoftheBuddhadhatu(loesnot

startfromhumanexistenceside,butfromtheenlightenment(Bodhi),andmakesit

ultimatefoundation.


